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調査実習」において、2016 年 11 月に同大学の学生を対象として実施された。有効回答数

















































































































　では、寛容性についても 2 つのネットワークの交互作用を確認してみよう。表 4 および







































































まで 42 名の小説家を挙げ、「知らない」に 0 点、「知っているが読んだことはない」に 1 点、














































3）　5 項目を主成分分析にかけたところ、第 1 主成分のみが抽出された。分散の説明率は 50.5％である。
4）　主成分分析による第 1 主成分の分散の説明率は 73.3％である。
































小津安二郎らの 6 名である。彼らについて「知らない」を 0 点、「知っているが読んだ（鑑賞した）こ
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